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研究成果の概要（和文）：隠蔽種が明らかとなったアホウドリ2タイプ（鳥島タイプと尖閣タイプ）が，鳥島に
同所的に繁殖している状況を利用して，2タイプ間の非繁殖期の利用海域の違いや，繁殖開始や渡り時期のずれ
など交尾前隔離にかかわる生態的要因について，個体レベルで直接検証し，保全単位の再検討を目指す．本研究
によって，鳥島タイプと尖閣タイプの非繁殖期の利用海域は分断傾向にあることを明らかにした．また，遺伝子
解析によって，鳥島では過去に両タイプ間で交雑は確認されていたが，その頻度は低く，生殖隔離が歴史的に強
化されていることを示唆した．

研究成果の概要（英文）：Using the situation where two types of Short-tailed albatrosses (Torishima 
type and Senkaku type), which were found to be cryptic species, breed sympatrically on Torishima, we
 aim to directly examine the ecological factors related to pre-mating isolation, such as differences
 in the areas used by the two types during the non-breeding season, as well as the timing of 
breeding initiation and migration, at the individual level and reexamine the conservation unit. 
These studies revealed that the waters used by the Torishima and Senkaku types during the 
non-breeding season tend to be different. Genetic analysis also revealed that hybridization between 
the two types has been observed in the past on Torishima Island, but at a low frequency, suggesting 
that reproductive isolation has been historically enhanced.

研究分野：鳥類生態学，保全生物学

キーワード： アホウドリ　鳥島　尖閣諸島　保全単位　非繁殖期　繁殖タイミング

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
海鳥では，同じ繁殖集団でも非繁殖地が異なる例が多く，複数の保全単位からなる可能性が高い．アホウドリは
一つの保全単位として，絶滅確率などが計算され，それに基づき保全戦略がたてられている．遺伝的特性から二
つの保全単位からなる可能性があるが，本研究は生態的特性から二つの単位として扱うべきか検討した．非繁殖
地ごとに汚染や混獲などのリスクが大きく異なる場合，同じ繁殖地の集団でも保全単位ごとにこれらのリスクに
応じた対策をとる必要が出てくる．これは，保全を必要とする渡り性の鳥類すべてにあてはまる問題であり，応
用範囲は広い．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



１．研究開始当初の背景 
 
生物の保全を行うにあたり種や亜種と同様に，進化的に重要な単位（ESU）や管理の単位（MU）
を明確にすることは重要である．今日，海鳥は侵略的外来種などによる営巣地環境の悪化や漁業
による混獲などの影響で個体数減少が継続しており，30％以上の種がレッドリストに記載され
ている．特に，アホウドリ・ミズナギドリ・ウミツバメ科のミズナギドリ目の種では半数以上に
のぼる．一方，海鳥は，移動・分散能力が高いため，理屈上は地理的隔離による遺伝的な分化は
おこりづらい．しかし，実際は種間・種内の遺伝的変異が大きいことはよく知られている．この
要因のひとつとして，あるひとつの繁殖集団内に，非繁殖期の一定期間に滞在する海域が異なる
サブグループが複数あり，それらの間の遺伝的交流が何らかの理由で妨げられるためという説
（非繁殖期利用海域分断仮説）がある．ミズナギドリ目は，非繁殖期の利用海域が複数あり，各
個体は毎年同じ海域で非繁殖期を過ごす．そのため遺伝的な分化が進んでいる可能性が高い．他
に，遺伝的交流を妨げる社会的な要因として，交尾前隔離に影響する求愛行動や体サイズの違い
も考えられる．そのため，遺伝的分化の生態的要因を解明したうえで，保全のための単位を明確
にする必要がある． 
 
 
２．研究の目的 

 
アホウドリは，主に北太平洋の伊豆諸島鳥島と沖縄県尖閣諸島で繁殖する．近年はかつて繁殖
地であった小笠原諸島への再導入の成功により新繁殖地の形成が進んでいる．かつて 13の島に
600 万羽が繁殖していたが，羽毛採取を目的とした乱獲により，20 世紀初頭には鳥島と尖閣諸
島を除き全ての島で絶滅した．国の特別天然記念物および絶滅危惧種に指定された後，保護活動
によって総個体数は 6,000 羽以上に回復した．国際的にも国際保護鳥や危急種に指定されてお
り，世界的にも関心が高い．本種はこれまで保全上ひとつの単位として，わが国では営巣環境改
善や新繁殖地の形成，米国では混獲数の制限が行われている．しかし，近年，遺伝子解析（ミト
コンドリア DNA）により，鳥島と尖閣諸島に由来するアホウドリは異なる系統の遺伝子型をも
ち，約 60万年前に分化したことが明らかとなった．さらに，両タイプが同所的に繁殖する鳥島
では，不完全ながら同類交配が成立している他，非繁殖期の利用海域も異なる傾向にあること
（鳥島タイプ：主にベーリング海，尖閣タイプ：主にオホーツク海）が明らかになっている（下
図）．その後，形態的な差も示され，
両タイプの鳥は一見よく似ているも
のの，異なる歴史を持つ別種（＝隠
蔽種）であると結論づけられた．こ
のように，一連の研究を通してアホ
ウドリ 2タイプの交尾前隔離にかか
わる生態的要因が分かりつつある．
特に，両タイプの非繁殖地の情報は，
タイプごとに混獲リスクが違うかな
どを考える点でも，保全戦略に大き
く影響する問題であり，これを配慮
して保全単位をきめる必要がある．
そこで，本研究は，アホウドリ 2タ
イプが鳥島に 2次的に同所的に繁殖
している状況を利用して，繁殖開始
や渡り時期のずれにかかわる非繁殖
地の違いと求愛行動の違いについ
て，個体レベルで直接検証し，保全
単位の再検討を目指す． 
 
 
 
 
３．研究の方法 
 
本研究は，1) 鳥島の繁殖地内に定点カメラを設置し，これまでの調査から各タイプの巣場所
が既知のペアの繁殖地への到着時期（繁殖タイミング）と求愛行動をモニタリングする．2) 小
笠原諸島に移送された雛のタイプ（鳥島あるいは尖閣）を遺伝子解析で特定し，既に得られてい
る非繁殖期の利用海域との関係を明らかにする．非繁殖期の分断が先天的に決まっているもの
かどうかを検討する．3) 尖閣諸島で繁殖するアホウドリが利用することが分かっている海域（青
森県下北半島沖や北海道北部沖）で足環標識のないアホウドリの捕獲を行い，衛星追跡型 GPS ロ
ガーを装着することで，2002 年以来まったく調査が行われていない尖閣諸島で繁殖する個体の
1年を通じた移動を直接的に調べる． 



 
４．研究成果 
 
1) 鳥島タイプと尖閣タイプの鳥島への飛来状況 
鳥島の繁殖地におけるアホウドリの飛来状況や抱卵状況をモニタリングするため，2021 年 2
月～2024 年 3 月まで，初寝崎，燕崎，子持山の 3ヶ所の繁殖地に自動撮影カメラ（06:00～18:00
の毎正時に１枚撮影するように設定）を設置した．この他に，鳥島タイプと尖閣タイプの繁殖地
への到着時期（繁殖タイミング）を調べるため，初寝崎に鳥島タイプと尖閣タイプの巣が複数巣
撮影できる場所に同様のカメラを設置し，各タイプの鳥島への到着時期を調べた．その結果，
2021 年 10 月 13 日に尖閣タイプの巣のオスが，続いて同巣のメスが 10 月 18 日にそれぞれ初帰
島した．一方，鳥島タイプの巣では 10 月 16 日にオスが，10 月 23 日にメスがそれぞれ初帰島
し，タイプ間で帰島日に 3～7日間の違いが確認された． 
 
2) 鳥島タイプと尖閣タイプの非繁殖期の利用海域の分断 
鳥島タイプと尖閣タイプの交尾前隔離に影響し，遺伝的交流を妨げる要因の一つと考えられ
る各タイプの異なる非繁殖期の利用海域が，先天的に決まっているかどうかを検討するため，鳥
島から小笠原諸島に移送された雛のタイプを遺伝子解析（ミトコンドリア DNA・制御領域 2）で
特定した．この結果，小笠原諸島に移送された雛の中に尖閣タイプの雛が含まれることを明らか
にし，既に得られている非繁殖期の利用海域が個体によって異なることを明らかにした．今後は，
遺伝子解析によって明らかとなった各個体の属するタイプと非繁殖期の利用海域との関係を明
らかにする予定である． 
また，これと関連して両タイプが同所的に繁殖する鳥島において，雛のマイクロサテライト
DNA を解析した結果，過去に両タイプ間で交雑は確認されていたが，その頻度は低く，生殖隔離
が歴史的に強化されていることを示唆した．この成果は，鳥類研究を対象とした国際誌（Avian 
Conservation & Ecology）に掲載された．今後は、初寝崎のヒナのマイクロサテライト DNA の解
析を行う必要がある．さらに，アホウドリの学名「Phoebastria albatrus」は，尖閣タイプのア
ホウドリが引き継ぐことを記載した論文が，分類学を対象とした国際誌（Zootaxa）に掲載され
た． 
 
3) 尖閣諸島で繁殖するアホウドリの利用海域 
尖閣諸島で繁殖するアホウドリの 1 年を通じた移動や利用海域，繁殖タイミングを明らかに
するため，2023 年 5 月に東北地方太平洋沖で調査を実施した．足環標識の無いアホウドリ 2 個
体の捕獲および衛星追跡型 GPS ロガーの装着に初めて成功し，2024 年 3 月末時点で追跡を継続
している．これらの個体は，DNA 解析によって尖閣タイプであることが確認された．2個体とも
に非繁殖期は，主にオホーツク海を利用していた．これは鳥島で繁殖する尖閣タイプのアホウド
リの利用海域と一致していた． 
また，これと関連して両タイプが同所的に繁殖する鳥島において，両タイプ間で非繁殖期の利
用海域が異なる傾向にあることを示した成果が，絶滅危惧種研究を対象とした国際誌
（Endangered Species Research）に掲載された． 
本研究によって，アホウドリ 2 タイプの交尾前隔離にかかわる生態的要因が明らかになりつ
つある． 
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